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Disparlure:Gypsymothと nunmothにおけ

るフェE)モン知覚の差異

Disparlure:DifferenceinPheromonePerception

betweenGypsyMothandNunMoth.

D.KLTMETZEK,G.LosKANT,J.P.VIT丘and冗.

MoRI:NoLurwl'ssc〃SChaftcn,63,581(1976).
Gypsymoth(マイマイガ)も近緑の nunmothも

共に (7R,8Sト(+)-disparlureによく反応する.し

かし, これに等虫の (7S,8R)-(-)-disparlureを加

えると,nunmothには播哲を与えないのに.gypsy

mothでは反応が抑制きれる.その瑚だけに特男T'Iiな化

公物がない限り,一般に7.tロモンにJ:る交信に差が

生ずるのは.(1) 71ロモンーフェロモンの組合せが

邦なる,(2) フェロモンーカイロモンの組合せが罪な

る,(3) 校数の同じ化合物であっても組合せの比がga.

なる,時であろ.

粘着トラップを用いて,野外で捕竣試験を行なった.

ドイツで2日間にかけたトラップで1個当りの nun

mothの捕捜教は, (+)-disparlureの況度に比例し

て増加し.(-)-disparlureの添加_nには関係がなか

った.これに対して,gypsymothは(-トdisparlure

の添加によって誘引性が大きく抑制された.

-つの化合物で,chiralな性質の違いだけで誘引性

の種特異性に差がある例である. (高橋正三)

-昆虫フェロモンの chirality:不活性対掌体による

反応の抑制

Chirality of Insect PllerOmOneS:Response

InterruptionbyInactiveAntipodes.

J.P.VIT畠,D.KLTMETZEK,G.LosKANT,R.llEDDEN

and K.MoRI:.(Tatuywlssenscha/tc〝.63.582

(1976).

(S)-ct'S-verbenolは,キクイムシIpstypographus

のフェロモンであるが, (R)-Gis-verbenolには反応

しない. また,キクイムシ Gnatbotrichussulcatus

は似合フェロモンの sulcatolに反応するが, エナン

チオマーの氾合物の時にだけ反応する.また,ドクガ

では. マイマイガは. (7R,8S)-(+)-disparlureだ

けに反応する.今回,エナンチオマーの混合比を変え

て野外での捕揮数に対する影響を調べた.

Ⅰ.calligraphusは,ipsdienolと(S)-cts-verbenol

の混合物だけに反応した.Ipsdienolと (R)-cis-

verbenolとの混合物は捕獲数が減少した.

マイマイガについてのテストでは,(7R,8S)-(+)-

disparlureに多数が誘引 きれ, (7S,8R)-(-汁

disparlureあるいは. エナンチオマーの混合物には

僅かしか誘引されなかった.マイマイガの性フェロモ

ンのEAGで.不朽牡なエナンチオマーが活性なエナ

ンチオマーの反応を抑制することが示されているが,

上の実験紙料まそれを支持するものであろ.この抑制

作用は,ラセ日と介物あるいは不活性な穴性体の比が

増加するのに応じて州加していろ.従って光学活性的
に不純でも状況皮の氾公の時には.比吸的活性に与え
る彫矧 ま少ないことが郡解できる. (箱桁正三)

ヤスデ頬の防御物東

BenzoylCyanideandMandclonitrileBenzoate

intheDefensiveSecretionsofMillipedes.

S.S.DuFFEY,M.S.BLtJM,H.M.FALES,S.L.

EvANS,R.W.RoNCADORT,D.L.TIEMANNand

Y.NAKAGAWA:I.Chem.Ecol.,3,101(1977).

18種 の ヤスデ (Polydesmidae l種,Paradoxo･

somatidae2種,Euryuridae3;酪 Ⅹystodesmidae

12種)の分泌する防御物矧 こついて,Chemotaxon0-

micalな観点から研兜を行なった.

Xystodcsmidacのヤスデは.例夕は く benzoyl

cyanideをLL旅し,企分相紋の約10,%に相当する.一

方.benzoylcyanideは.Polydesmidae,Paradoxo-

somatidae,Euryuridaeでは.見つかっていない

(21).

OxtdusgraciZt'Sと Xystodesmidaeの%の種では,

分泌液中に,benzoicacidが検出され,約40%を占

める.調べたヤスデの約75%が,mandelonitrile

benzoateを分泌することから考えると,benzoicacid

の存在は,生化学的にみても矛盾がない.Mandeloni･

trilebenzoateは.約10%あるいはそれ以下の爪で

61



防 虫 科 学 第 42 巻-Ⅰ
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1:benzaldehyde, 2:benzoylcyanide, 3:benzoicacid, 4:mandelonitrilebenzoate,
5:ethylbenzoate, 6:phenol, 7:guaiacol

十什†:≧50%, HI:25150%, 料:5125%, †:≦5%, Tr:trace,(I):別の著者によって存
在が報告されたもの

ある.

0.gTaCiLisで,ethylben10ateが同定された.節

足動物の分泌物中からethylbenzoateが見つかった

はじめての例であろう.

Xystodesmidaeからは,phenolや guaiacolが

見つからなかった.Phenolあるいはまた guaiacol

の存在 は,Polydesmidae,Paradoxosomatidae,

Euryurjdaeの分類に役立つと思われる.

Benzoylcyanide,ethylbenzoate,phenol,guaiacol

が存在するかどうかについての研究結果は,chemo･

taxonomyに対して,非常に暗示的である.しかしな

がら,成分の現似性が,系統的類似性をあらわさない

場合もあるので注意を変する.たとえば,ParadoxoI

somatidae.Euryuridae.Polydesmidaeは,成分的

にはよく似ているが,系統分類学的には,関係がない.

似たような環境の淘汰圧が,塀似の化合物を生産させ

たのではないかと思われる.

たいていの防御物質の役割としては,捕食者の摂食

抑制効果が考えられる.事実,mandelonitrile(すみ

やかに.HCNとbenzaldehydeに分解する)は,ア

I)(Pogonomyrmexbadius,Fwmicaru/a)に対し

て,強い摂食抑制効果を示す.Benzaldehyde単独で
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は.そのような効果を示さない.Benzoylcyanideが

分泌物中に存在すると,防御物質に新たな効果が加わ

る.すなわち,benzylcyanideの蒸気に接触すると,

働きア1)は.はじめに大変興萌して通常の攻撃行動を

起こさない.数分後に, アリは knockdown症状を

里すろ.

Benzoylcyanide,guaiacol,phenolをそれぞれ.

蜂蜜の浴紋に加えると,10~7-10ーBmolの約度でア

リに対し忌避効果を示す.

Phenol,guaiacol,benzoylcyanideは,適度の川

発性を有し,通常は肢体で体表をよく拡がり,容劫に

組鰍こ溶けるという性質を有するため,防御という[j

的によくかなっている.

ヤスデは,表層土や,森林の堆積物の中などに姓瓜

しているため,菌やバクテリアの攻撃にさらされてい

る.そこで,防御物質の抗菌性について調べたところ,

phenol,guaiacol,benzoicacid,ben20ylcyanide

は,1×10~lmole/Lの限度で,教程の菌 (PenicⅢium,

Trichoderma,Cladosporium)の胞子発牙と放射状

生育.およびバクテ1)アの繁殖を阻ELF]{することがわか

った. (北村災彬)


